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建築士の関り

今後の検討課題

連携・協力組織等

活動状況写真

ふりがな /

事業代表者氏名 info@h-ab.com

団体所在地

北海道建築士会 青年委員長　神田光英

ほっかいどうけんちくしかい　せいねんいいんちょう　かんだみつひで

連合会 東北 青年建築士

1名 2名 75名

ＴＥＬ/ＦＡＸ

環境問題が声高に叫ばれる昨今。風・太陽光・雪氷などのクリーンエネルギーを活用することは、これからの建築士
として不可欠なスキルになると考えられる。十分な知識や技術を習得すると共に、より多くの人へ伝える事も建築士
としての業務の一つとして学ぶ事が必要である。

011-251-6076 011-222-0924

■　凧製作風景 ■　風力発電施設見学

講師：幕張構造説明　苫前町　星　輝美　氏　　風力発電施設説明　苫前町　高田　和彦　氏

本部

3名

会場設営費　資料作成費　報告書作成費　対外・交通費　参加費　懇親会費　他
交付金　150,000円　参加費、懇親会費　495,000円　　　　合計　645,000円

北海道札幌市中央区大通西５丁目１１番地 http://www.h-ab.net/

北海道建築士会　青年委員会

第35回(社)北海道建築士会　全道大会　留萌大会　青年サミット

ほっかいどうけんちくしかい　せいねんいいんかい

この体験を通じて、自然（風）エネルギーが身近に感じられた。エコや環境という言葉に対しての認識を改めて
考える事ができたように思う。

会場となった留萌管内では年間を通して風の強い日が多く、特に冬季間は風速20m/s以上となる日や5ｍを越える波浪
が発生する日も珍しくありません。留萌管内では「風」という自然エネルギ‐を生かしたまちづくりが進められてい
ます。
　人々が心豊かに暮らすためには、豊かな自然（風）と共存して生活することが必要です。会場である苫前町では毎
年2月末に冬季の大きなイベントの一つである「北海道凧あげ大会・苫前町凧あげ大会」が開かれています。古くか
らの風を利用した遊びである凧の製作体験を通して、自然とエネルギーのつながりについて理解し、環境を大切にす
る心とエネルギーを大切に使うことについて学びました。

とままえ温泉ふわっとの建設の経緯の説明。苫前町建設課課長補佐　　　　　　星　輝美氏
苫前町内の風力発電施設の説明　　　　　　苫前町企画振興課新ｴﾈﾙｷﾞｰ係係長　高田和彦氏
新CPD制度の説明　　　　　　　　　　　　 制度委員会　委員長　　　　　　　中野利也氏
凧製作体験
風力発電施設見学

事業報告シート

Ｅ‐ｍａｉｌ

ＵＲＬ

合計

81名

平成22年　10月　1日（金）13:30～17:55 会場　とままえ温泉　ふわっと

参加者

もの・まち・くらし・その他 登録日


